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	応用
	抗原情報
	背景
	このイントロンを含まない遺伝子によってコードされるタンパク質は、ヨードチロニン脱ヨージナーゼファミリーに属します。この酵素は、プロホルモンであるチロキシン（T4）と生理活性ホルモンである3,3',5-トリヨードチロニン（T3）の内環脱ヨード化によって甲状腺ホルモンの不活性化を触媒し、それぞれ不活性代謝物である3,3',5'-トリヨードチロニン（RT3）と3,3'-ジヨードチロニン（T2）を生成します。この酵素は、妊娠子宮、胎盤、胎児および新生児組織で高発現しており、発達中の胎児組織が成人レベルの甲状腺ホルモンに早期に曝露されるのを防ぐと考えられています。この酵素は胎児の循環甲状腺ホルモン濃度を調節し、哺乳類の発生において重要な役割を果たします。この遺伝子を欠損したノックアウトマウスは、発生および生殖に関連する異常を示し、血管腫を有する乳児におけるこの酵素の活性上昇は重度の甲状腺機能低下症を引き起こします。このタンパク質触媒活性は、3,3',5'-トリヨード-L-チロニン + ヨウ化物 + A + H(+) = L-チロキシン + AH(2) です。機能：T4（3,5,3',5'-テトラヨードチロニン）からRT3（3,3',5'-トリヨードチロニン）への脱ヨウ素化、およびT3（3,5,3'-トリヨードチロニン）からT2（3,3'-ジヨードチロニン）への脱ヨウ素化を担います。RT3とT2は不活性代謝物です。発達中の胎児組織が成人レベルの甲状腺ホルモンに早期に曝露されるのを防ぐ役割を果たす可能性があります。妊娠期間を通じて胎児の循環甲状腺ホルモン濃度を調節することができます。胚発生中の甲状腺ホルモン不活性化の調節に不可欠な役割。,機能:T4 (3,5,3',5'-テトラヨードチロニン) の脱ヨウ素化を担う。,類似性:ヨードチロニン脱ヨウ素酵素ファミリーに属する。,組織特異性:胎盤およびいくつかの胎児組織で発現する。,
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	DIO3 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
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